
 

外国人人口総数に占める割合を平成27年(2015年)と比べると、「韓国、朝鮮」が19.9％から

11.7％に低下、「中国」が28.4％から19.0％に低下しているのに対し、「ベトナム」が8.8％か

ら22.5 ポイント上昇の31.3％となり、平成27年(2015年)に引き続き上昇しています。(図3-3-9) 
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図3-3-8 外国人人口及び外国人人口増減率の推移
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資料）総務省「国勢調査」 ※原数値による。
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図3-3-9 国籍別外国人人口の割合の推移
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資料）総務省「国勢調査」 ※原数値による。

 

4 経済動向の年表 

(1) 平成30年(2018年) 

 

県内 国内・海外

1月

・青森市役所駅前庁舎が開設、アウガに移転(4日)
・大間産クロマグロ、築地最後の初競りで最高値3,645万
円、過去4番目の高値(5日)
・17年企業倒産44件、過去最少(9日)

・17年サンマ水揚げ量、半世紀ぶり不漁(5日)
・17年新車販売台数、3年ぶりに増加(5日)
・17年訪日客、過去最高を記録、6年連続増(12日)
・内閣府、7カ月ぶりに景気判断引き上げ(19日)

2月
・米軍F16戦闘機、小川原湖燃料タンク投棄事故(20日)
・17年産米食味ランキング、青天の霹靂4年連続特A(28日)

・17年農林水産輸出額、5年連続過去最高更新(7日)
・17年国際収支、経常黒字2番目の高水準(8日)

3月
・16年市町村別農業産出額、弘前市が3年連続東北1位(23
日)
・将来推計人口、2045年に82万人(30日)

・ゆうパック、アイスなど値上げ(1日)
・TPP、米除く11カ国で署名(8日)

4月

・15年度県内総生産、3年ぶりプラス成長(4日)
・青森－ソウル線、増便後の乗客数56％増(4日)
・青森空港、17年度年間利用者数100万人超、3年連続(13
日)
・17年人口推計、減少率全国2番目(13日)　
・十和田市現代美術館開館10周年(26日)
・青森港新中央埠頭、岸壁延伸工事が完了(28日)

・国保運営主体、市町村から都道府県に移管(1日)
・納豆、牛丼、業務用ビールなど値上げ(1日)
・17年度新車販売台数、2年連続増加(2日)
・アマゾン、配送料値上げ(4日)
・17年度企業倒産件数、9年連続減少(10日)
・17年度貿易収支、2年連続黒字(18日)
・スルメイカ漁獲量、2年連続で過去最低更新(26日)

5月

・17年青森港クルーズ船寄港、波及効果3.5億円(1日)
・弘前さくらまつり100周年、震災後2番目の人出(7日)
・五所川原市役所新庁舎開庁(7日)
・青森－天津線就航1年、波及効果19.6億円(11日)

・子どもの数、37年連続で減少　過去最少を更新(4日)
・米、イラン核合意離脱を表明(8日)

6月
・17年人口動態、出生数8,035人　過去最少(1日)
・六ヶ所核融合研究所、陽子ビーム加速に成功　世界初
(18日)

・17年人口動態、出生数過去最少(1日)
・米朝首脳会談開催(12日)
・18歳を成人とする改正民法成立(13日)
・第21回ワールドカップロシア大会開幕(14日)
・住宅宿泊事業法(民泊新法)施行(15日)
・大阪府北部地震発生、大阪市北区などで震度6弱(18日)
・働き方改革関連法案が成立(29日)

7月

・十和田市出身の高橋弘希氏が芥川賞受賞、本県2人目57
年ぶり(18日)
・八戸まちなか広場「マチニワ」がオープン(21日)
・17年外国人宿泊者数過去最多、伸び率全国2位(31日)

・国税収58.8兆円、26年ぶり高水準(4日)
・平成30年7月豪雨(5日)
・18年人口動態、人口減少幅過去最大37万人(11日)
・日欧EPA署名（17日）
・18年上半期貿易黒字、半期ベースで5期連続(19日)
・17年国内外国人宿泊者数過去最多、7,969万人(31日)

8月

・来春高卒者県内求人倍率1.73倍、過去最高(1日)
・青森県最低賃金、24円増の時給762円へ(8日)
・16年製造品出荷額過去最高、伸び率全国2位(10日)
・食品スーパー「マエダ」が「みなとや」買収(20日)

・18年訪日外国人2,000万人突破、過去最速(20日)
・障害者雇用水増し問題、全国調査へ(23日)

9月

・八戸港8月水揚げ数量・金額、スルメイカ漁不振が響き
過去10年で最低(7日)
・18年県内地価　27年連続下落、商業地は18年ぶり上昇地
点（18日）
・大間町役場新庁舎開庁(25日)

・台風21号上陸、関西国際空港閉鎖などの被害発生(4日)
・北海道胆振東部地震発生、厚真町で震度7(6日)
・全国の100歳以上高齢者過去最多、48年連続増(14日)
・人口推計、70歳以上が初の2割超え（16日）

10月

・17年産りんご販売総額、4年連続1千億円突破(3日)
・弘前市、県、国立病院機構、弘前大学が中核病院の整備
運営に関する基本協定締結(4日)
・「深浦マグステ丼」20万食達成、経済効果10億円(17日)
・ソウル便　8、9月の搭乗率最高、訪日客増加(18日)

・日銀短観　景況感3期連続悪化、相次ぐ災害影響(1日)
・たばこ、輸入小麦など値上げ(1日)
・第4次安倍改造内閣発足(2日)
・日経平均株価一時2万4,400円台、バブル崩壊後最高値(2
日)
・「日本の台所」築地市場閉場、83年の歴史に幕(6日)
・ガソリン店頭160円台、4年ぶり高値(24日)

11月
・ヴァンラーレ八戸J3昇格、県初のJクラブチームに(20
日)
・三内丸山遺跡「縄文時遊館」新施設一般公開(22日)

・2025年国際博覧会(万博)の大阪開催決定(24日)
・EU、英国離脱合意案を正式決定(25日)
・サークルKサンクス全店営業終了、ファミリーマートに
統合(30日)

12月

・青森－台北定期便、2019年7月から週2往復(18日)
・1～10月本県宿泊外国人　延べ25万150人、過去最多(27
日)
・11月の有効求人倍率1.34倍、過去最高(28日)
・18年八戸港水揚げ額181億円、平成最低(29日)

・改正入管難民法成立、外国人労働者受入れ拡大(8日)
・景気「いざなぎ」超え戦後2番目の長さと認定(13日)
・19年度予算案101兆4,600億円、過去最高に(18日)
・18年訪日客、初の3,000万人超え(18日)
・米国を除く「TPP11」が発効(30日)
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(2) 平成31年・令和元年(2019年) 

 

 

 

県内 国内・海外

1月

・大間産クロマグロ、東京・豊洲市場の新春初競りで史上
最高値3億3,360万円(5日)
・17年農業産出額3,103億円　5年ぶり減だが14年連続東北
トップは維持(10日)
・第97回全国高校サッカー選手権で青森山田高校が2年ぶ
り2度目の優勝(14日)

・18年訪日客3,119万人　7年連続増、過去最多(11日)
・18年人口移動報告、東京圏転入超過14万人　市町村7割
転出超過(31日)

2月

・県内有効求人倍率・18年平均1.30倍　6年連続最高(1日)
・19年度県予算案0.3％増6,650億円、4年ぶりプラス(19
日)
・18年外国人延べ宿泊者数29万人で過去最多、伸び率全国
1位(28日)

・18年求人倍率、1.61倍で過去2番目の高水準　完全失業
率は2.4％で8年連続の改善(1日)
・JAXAの探査機「はやぶさ2」、小惑星「りゅうぐう」に
着陸　小惑星への着陸は「はやぶさ」以来、世界で2例目
(22日)

3月

・八戸港18年度コンテナ取扱量　4年連続5万本超　過去最
高(4日)
・17年市町村別農業産出額、弘前市が4年連続東北1位(19
日)

・2019年度予算成立、一般会計総額は過去最大の101兆
4,571億円(27日)

4月
・18年度県内倒産37件　過去最少(2日)
・17年製造品出荷額　過去最高1兆9,116億円(3日)
・中三青森店、一時休業(30日)

・人手不足倒産過去最多　18年度前年度比28％増(5日)
・18年度人口推計、１億2,644万人で減少率は過去最大の
0.21％(12日)

5月

・弘前さくらまつり、来園289万人で過去2番目の多さ(6
日)
・18年度三沢空港搭乗率過去最高、搭乗者数は過去10年で
最多(24日)
・18年産国産りんご輸出量2年連続3万トン超(30日)

・新天皇陛下、即位　令和に改元(1日)
・子ども人口　38年連続減　少子化止まらず(4日)

6月
・第21回知事選で三村知事当選、県政初の5期目(2日)
・18年人口動態統計　自然減過去最大で初の1万人超、出
生数は過去最少(7日)

・18年出生率1.42　3年連続低下、出生数は過去最少(7日)
・大阪でG20開催、自由貿易の推進やデジタル経済、環境
について議論(28日)

7月
・県独自のさくらんぼ新品種「ジュノハート」市場デ
ビュー、初競りで1粒1万円(1日)
・青森－台北定期便、週2往復で運航開始(17日)

・商業捕鯨31年ぶりに再開　釧路で初水揚げ(1日)
・18年度国税収バブル期超えで過去最高60.4兆円(2日)

8月
・青森県最低賃金、28円増の時給790円へ(8日)
・18年漁業センサス　漁業就業者数9千人割れ前回(13年)
比15％減(28日)

・九州北部で記録的大雨(28日)

9月

・八戸港8月水揚げ4,208トン　過去10年で最低　近海スル
メイカ持ち直し金額は増(12日)
・19年県内地価　28年連続下落、都市、町村部で2極化(19
日)
・18年産りんご販売総額、5年連続1千億円突破(27日)
・八戸市長根屋内スケート場YSアリーナ八戸オープン(29
日)

・台風15号上陸、千葉県で長期停電などの被害発生(9日)
・第4次安倍再改造内閣発足(11日)
・総人口に占める65歳割合　28％で世界最高(15日)
・ラグビー・ワールドカップ日本大会開幕(20日)

10月 ・青森－ソウル線、9月搭乗率55％大幅減(3日)
・消費税率が8％から10％に引き上げ(1日)
・大型台風19号　東日本直撃(12日)

11月
・就職内定率59.6％　青森県内来春高卒、過去最高(8日)
・青森県内65歳以上の高齢者雇用、10年で1万人増(25日)

・冬のボーナス、2年連続過去最高　経団連集計　大手平
均96万円(14日)
・18年度介護給付費等実態統計調査　介護費用が初の10兆
円超(28日)

12月

・「北海道・北東北の縄文遺跡群」、ユネスコ推薦決定　
21年の世界遺産登録目指す(19日）
・19年八戸港水揚げ量、68年ぶり7万トン割れの記録的不
漁(30日)
・18年度観光入り込み客統計、インバウンド伸び過去最高
1,902億円(30日)

・20年度予算案102兆6,580億円、8年連続過去最高を更新
(20日)
・人口動態統計19年推計、出生数最少86万4,000人で初の
90万人割れ(24日)
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(2) 平成31年・令和元年(2019年) 

 

 

 

県内 国内・海外

1月

・大間産クロマグロ、東京・豊洲市場の新春初競りで史上
最高値3億3,360万円(5日)
・17年農業産出額3,103億円　5年ぶり減だが14年連続東北
トップは維持(10日)
・第97回全国高校サッカー選手権で青森山田高校が2年ぶ
り2度目の優勝(14日)

・18年訪日客3,119万人　7年連続増、過去最多(11日)
・18年人口移動報告、東京圏転入超過14万人　市町村7割
転出超過(31日)

2月

・県内有効求人倍率・18年平均1.30倍　6年連続最高(1日)
・19年度県予算案0.3％増6,650億円、4年ぶりプラス(19
日)
・18年外国人延べ宿泊者数29万人で過去最多、伸び率全国
1位(28日)

・18年求人倍率、1.61倍で過去2番目の高水準　完全失業
率は2.4％で8年連続の改善(1日)
・JAXAの探査機「はやぶさ2」、小惑星「りゅうぐう」に
着陸　小惑星への着陸は「はやぶさ」以来、世界で2例目
(22日)

3月

・八戸港18年度コンテナ取扱量　4年連続5万本超　過去最
高(4日)
・17年市町村別農業産出額、弘前市が4年連続東北1位(19
日)

・2019年度予算成立、一般会計総額は過去最大の101兆
4,571億円(27日)

4月
・18年度県内倒産37件　過去最少(2日)
・17年製造品出荷額　過去最高1兆9,116億円(3日)
・中三青森店、一時休業(30日)

・人手不足倒産過去最多　18年度前年度比28％増(5日)
・18年度人口推計、１億2,644万人で減少率は過去最大の
0.21％(12日)

5月

・弘前さくらまつり、来園289万人で過去2番目の多さ(6
日)
・18年度三沢空港搭乗率過去最高、搭乗者数は過去10年で
最多(24日)
・18年産国産りんご輸出量2年連続3万トン超(30日)

・新天皇陛下、即位　令和に改元(1日)
・子ども人口　38年連続減　少子化止まらず(4日)

6月
・第21回知事選で三村知事当選、県政初の5期目(2日)
・18年人口動態統計　自然減過去最大で初の1万人超、出
生数は過去最少(7日)

・18年出生率1.42　3年連続低下、出生数は過去最少(7日)
・大阪でG20開催、自由貿易の推進やデジタル経済、環境
について議論(28日)

7月
・県独自のさくらんぼ新品種「ジュノハート」市場デ
ビュー、初競りで1粒1万円(1日)
・青森－台北定期便、週2往復で運航開始(17日)

・商業捕鯨31年ぶりに再開　釧路で初水揚げ(1日)
・18年度国税収バブル期超えで過去最高60.4兆円(2日)

8月
・青森県最低賃金、28円増の時給790円へ(8日)
・18年漁業センサス　漁業就業者数9千人割れ前回(13年)
比15％減(28日)

・九州北部で記録的大雨(28日)

9月

・八戸港8月水揚げ4,208トン　過去10年で最低　近海スル
メイカ持ち直し金額は増(12日)
・19年県内地価　28年連続下落、都市、町村部で2極化(19
日)
・18年産りんご販売総額、5年連続1千億円突破(27日)
・八戸市長根屋内スケート場YSアリーナ八戸オープン(29
日)

・台風15号上陸、千葉県で長期停電などの被害発生(9日)
・第4次安倍再改造内閣発足(11日)
・総人口に占める65歳割合　28％で世界最高(15日)
・ラグビー・ワールドカップ日本大会開幕(20日)

10月 ・青森－ソウル線、9月搭乗率55％大幅減(3日)
・消費税率が8％から10％に引き上げ(1日)
・大型台風19号　東日本直撃(12日)

11月
・就職内定率59.6％　青森県内来春高卒、過去最高(8日)
・青森県内65歳以上の高齢者雇用、10年で1万人増(25日)

・冬のボーナス、2年連続過去最高　経団連集計　大手平
均96万円(14日)
・18年度介護給付費等実態統計調査　介護費用が初の10兆
円超(28日)

12月

・「北海道・北東北の縄文遺跡群」、ユネスコ推薦決定　
21年の世界遺産登録目指す(19日）
・19年八戸港水揚げ量、68年ぶり7万トン割れの記録的不
漁(30日)
・18年度観光入り込み客統計、インバウンド伸び過去最高
1,902億円(30日)

・20年度予算案102兆6,580億円、8年連続過去最高を更新
(20日)
・人口動態統計19年推計、出生数最少86万4,000人で初の
90万人割れ(24日)

 

(3) 令和2年(2020年) 

 

県内 国内・海外

1月

・大間産クロマグロ、東京・豊洲市場の新春初競りで1億
9,320万円　過去2番目の高値(5日)
・18年農業産出額3,222億円、15年連続で東北トップ(15
日)
・19年人口移動報告、転出超過6,044人　全国9番目の多さ
(31日)
・19年県内外国人労働者数3,901人、過去最多(31日)

・19年訪日客3,188万人、7年連続で過去最多を更新(10日)
・19年人口移動報告、東京圏転入超過14万8千人　39道府
県が転出超過(31日)

2月

・青森市の1月平均気温117年ぶり最高値、降雪合計値も過
去最少(1日)
・19年産米食味ランキング、まっしぐら初特A　青天の霹
靂6年連続特A(26日)
・19年外国人延べ宿泊者数31万6千人、過去最多を更新(28
日)

・クルーズ船「ダイヤモンドプリンセス号」船内で新型コ
ロナウイルスの集団感染確認(5日)
・19年国際収支速報、経常黒字20兆597億円　2年ぶり増加
(10日)
・首相、小中学校・高等学校及び特別支援学校等における
一斉臨時休校要請(27日)

3月

・青い森クラウドベース民事再生申し立て、負債27億円(2
日)
・18年市町村別農業産出額、弘前市が5年連続東北1位(17
日)
・新型コロナウイルス感染者を県内で初確認(23日)
・弘前さくらまつり中止決定(26日)

・WHO、新型コロナウイルス感染症のパンデミック(世界的
大流行)を表明(11日)
・東京五輪・パラリンピックの延期方針決定(24日)
・外務省、全世界を対象に海外渡航自粛要請(25日)
・内閣府景気判断、「回復」を6年9ヵ月ぶり削除(26日)

4月

・風力発電所「ウィンドファームつがる」営業運転開始(1
日)
・青森ねぶた祭中止決定(8日)
・19年人口推計、減少率ワースト2位(14日)
・県民への外出自粛要請(17日)
・29日から5月6日まで遊興施設等に休業要請(24日)

・高等教育の無償化(1日)
・政府、7都府県に緊急事態宣言発令(7日)
・19年人口推計、１億2,617万人　減少数過去最大(14日)
・3月訪日客93％減(15日)
・緊急事態宣言、全都道府県に拡大(16日)
・国民一律10万円の特別定額給付金支給決定(20日)
・内閣府景気判断、11年ぶり「悪化」と表現(23日)

5月

・日本航空、大型連休中の青森・三沢空港の総旅客数
96.7％減(8日)
・弘前ナンバー交付開始(11日)
・日本銀行青森支店経済概況、初めて「悪化」と表現(18
日)
・青森国際ホテル破産、負債16億円(25日)

・3月消費支出、5年ぶりに6％減(8日)
・緊急事態宣言の対象区域39県解除(14日)
・4月訪日客99.9％減(20日)
・日本高野連、夏の甲子園大会の中止決定　戦後初(20日)
・緊急事態宣言、全国で解除(25日)

6月

・19年人口動態統計、自然減過去最多、出生数過去最少(5
日)
・5月有効求人倍率0.93倍、4年3ヵ月ぶりに1倍を下回る
(30日)

・19年出生率1.36、4年連続低下　出生数初の90万人割れ
(5日)
・新規高卒者採用選考開始期日を1カ月先へ変更(11日)
・政府、都道府県間の移動の制限を全面解除(19日)
・内閣府景気判断「悪化」削除、2年5ヵ月ぶりに改善(19
日)

7月

・さくらんぼの県産新品種「ジュノハート」全国デ
ビュー、初競り15粒30万円(1日)
・県民限定宿泊キャンペーン開始、1人1泊5500円割引(10
日)
・県産新品種「青森きくらげ」県内デビュー(11日)

・レジ袋有料化開始(1日)
・九州や長野・岐阜両県などで記録的豪雨(4日)
・国勢調査の速報値公表、21年6月へ延期(7日)
・「Go To トラベル」事業開始、東京都は対象外(22日)
・内閣府、景気の「山」を18年10月と認定　拡大局面71ヵ
月間は戦後2番目の長さ(30日)

8月
・お盆期間の新幹線利用、盛岡－八戸間で前年比77％減
(18日)

・4～6月のGDP速報値、戦後最悪の落ち込み(17日)
・7月人口移動報告、東京圏で初の転出超過(27日)

9月
・19年農水産物輸出230億円、過去2番目に高い額(11日）
・19年産りんご販売額、6年連続1,000億円突破(30日)

・マイナポイント事業開始(1日)
・国勢調査票配布、インターネット回答開始(14日)
・菅内閣発足(16日)

10月

・弘前市の飲食店における新型コロナウイルスのクラス
ター発生を認定(15日)
・弘前市、市内全飲食店へ休業協力依頼　協力事業者には
一律20万円支給（19日）

・「Go To トラベル」事業の対象に東京都追加(1日)
・「Go To イート」事業開始(1日)
・酒税法改正、たばこ値上げ(1日)
・家計の貯蓄率、4～6月23.1％　過去最高に(16日)

11月
・青い森紅サーモン、県内一斉販売(7日)
・西目屋村新庁舎開庁(30日)

・米大統領選、全50州で勝敗判明(13日)
・日中韓・ASEAN各国など15か国がRCEP協定に署名(15日)

12月

・「Go To Eatキャンペーンあおもり食事券」販売開始(1
日)
・県内新型コロナウイルス感染者、累計400人超に(23日)
・八戸港20年水揚げ金額、53年ぶりに140億円を下回る(29
日)

・全世界からの外国人の新規入国を一時停止(26日)
・「Go To トラベル」事業、全国一斉に運用一時停止(28
日)
・日経平均株価、年末終値2万7,444円　31年ぶりの高値
(30日)
・英、EUを完全離脱　FTAが暫定発効(31日)
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(4) 令和3年(2021年) 

 

 

県内 国内・海外

1月

・大間産クロマグロ、東京・豊洲市場の新春初競りで
2,084万円、10年連続最高値(5日)
・20年県内倒産、最少タイ44件(6日)
・20年八戸税関管内貿易概況速報、輸出15年ぶり1千億円
割れ(26日)

・米国、バイデン大統領就任(20日)
・20年訪日客数87％減の411万人(21日)
・20年白物家電出荷額1.0％増、24年ぶり高水準(25日)
・20年ノートパソコン国内出荷台数25.1％増、過去最高
(26日)

2月

・20年県内外国人雇用状況4,065人、過去最多でも増加率
鈍化(5日)
・20年産国産リンゴ輸出金額、7年連続100億円突破(25日)

・日経平均株価30年ぶりに3万円台回復(15日)
・新型コロナワクチン医療従事者から先行接種開始(17日)
・2月東京都、24年8カ月ぶりに人口減少(25日)

3月

・20年産米食味ランキング、青天の霹靂7年連続特Ａ(4日)
・2月1日～3月14日の県民向け宿泊割引、6万泊販売(18日)
・20年本県漁獲量12.6％減、過去最低(24日)
・青森駅新駅舎オープン(27日)

・ルネサスエレクトロニクス半導体工場火災(19日)
・東京オリンピック聖火リレースタート(25日)
・20年外国人留学生1割減(30日)
・20年訪日客旅行消費額84.5％減、過去最少(31日)

4月

・20年度三内丸山遺跡見学者数6割減、修学旅行は増(7日)
・20年度青森空港定期便利用者、開港以来最低、国際線は
皆無(9日)
・20年度Ａプレミアム、国内利用実績過去最多(23日)

・消費税込み総額表示義務化(1日)
・20年度自動車国内8社、世界生産台数12％減(28日)
・20年度有効求人倍率0.45ポイント悪化、46年ぶりの下落
幅(30日)

5月

・弘前さくらまつり2年ぶりの開催、弘前公園入園者数20
万7,132人(7日)
・青森銀行、みちのく銀行、経営統合に向け基本合意(14
日)
・「北海道・北東北の縄文遺跡群」世界文化遺産へ登録勧
告(26日)

・14歳以下のこども子どもの数、40年連続減少で最低更新
(4日)
・20年度1世帯当たりの消費支出4.9％減、過去2番目の下
げ幅(11日)
・改正地球温暖化対策推進法成立(26日)

6月

・青い森鉄道20年度事業収支、10年ぶりの赤字決算(3日)
・東京オリンピック聖火リレー、本県で開催(10-11日)
・19年市町村別農業産出額、弘前市が6年連続東北1位(15
日)
・20年度小川原湖シジミ販売金額、3年ぶりの6億円超(26
日)

・20年木材輸出額、過去20年で最高(1日)
・20年出生数過去最少の84万人、婚姻件数も戦後最少(4
日)
・「Go Toトラベル」利用者、期間中の国内旅行の5割(15
日)
・5月貿易統計輸出額49.6％増、41年ぶりの伸び率(16日)

7月

・21年度産ホタテ水揚げ実績販売額、15日時点で100億円
超(16日)
・「北海道・北東北の縄文遺跡群」ユネスコの世界文化遺
産に登録決定(27日)

・20年度地方税収決算見込額、4年ぶりの減(14日)
・流通・外食大手直近決算、コンビニ復調、居酒屋苦境
(15日)
・東京オリンピック無観客で開幕(23日)

8月

・下北・上北地方を中心に大雨、国道279号道路寸断、む
つ市と風間浦村で800人以上孤立(10日)
・パナマ船籍貨物船八戸港沖で座礁、流出の油が三沢到達
(13日)

・新型コロナ国内での累計感染者数100万人超(6日)
・英国、21年4～6月期ＧＤＰ速報4.8％増、個人消費が急
回復(12日)
・東京パラリンピック開幕(24日)

9月

・県有施設1カ月休館(1日）
・21年県産米概算金目安、つがるロマン、まっしぐら前年
比3,400円安、過去最大の下げ幅(8日)
・20年度県内産直施設等販売額6.6%減、6年ぶりに120億円
を下回る(24日)

・デジタル庁発足(1日)
・菅首相、退陣表明(3日)
・日経平均株価3万670円、バブル崩壊後最高値(14日)
・自民党総裁選で岸田氏選出(29日)

10月

・20年青森県貿易概況、輸出額過去10年で最低(2日)
・20年度青森-佐井航路、乗船率2％(5日)
・本県灯油店頭価格、7年ぶりに1リットル当たり100円を
突破(27日)

・岸田内閣発足(4日)
・ＮＹ原油先物相場、7年ぶりの高値(20日)
・第49回衆院選、自民党が単独過半数を占める(31日)

11月

・八戸-室蘭フェリー航路、休止に向けて協議開始(1日)
・八戸市新美術館オープン(3日)
・12月ホッキガイ漁見合わせ、八戸の2漁協(26日)
・20年国勢調査、本県人口123万7,984人、過去最大の減少
率(30日)

・国内新車販売台数、10月単月で過去最低(1日)
・海運大手3社、21年9月中間連結決算、過去最高益(4日)
・内閣府、景気の「谷」を20年5月と認定　後退局面19カ
月間(30日)
・オミクロン株感染者、国内初確認(30日)

12月

・高病原性鳥インフルエンザ発生、三戸町の養鶏場で7千
羽強を殺処分(12日)
・三陸沿岸道　八戸-仙台、全線開通(18日)
・県内大寒波、青森市で記録的積雪、国道4号平内町で通
行止め(27日)

・11月国内企業物価、9カ月連続上昇、35年11カ月ぶりの
高水準(10日)
・米国、21年11月消費者物価6.8％上昇、39年ぶりの高水
準(10日)
・20年度国内温室効果ガス排出量5.1%減、過去最少を更新
(10日)
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